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１．はじめに 

鋼・コンクリート複合構造において，鋼とコンクリ

ートの付着力の向上と水密性および鋼板面の防食に配

慮して，鋼板の無機ジンクリッチペイント面にエポキ

シ打継ぎ材を塗布し，直ちに硅砂を散布して固結後に

コンクリートを打ち継ぐ手法 1)（以下，エポキシ硅砂．

写真１）が実施されており，混合橋や複合ラーメン橋

などで施工実績を積んでいる． 

沖縄の牧港高架橋は橋長 476ｍ，最大支間長 190ｍ，

４径間連続混合桁橋（PC 箱桁＋鋼床版箱桁）で複合接

触面にエポキシ硅砂を採用している．施工時に沖縄の

強い日照を直接受ける鋼床版面は，実測により 67.9℃

に達することが確認されている 2)．これまでエポキシ

硅砂の熱影響について検討された事例はないが，今回

実験により検証したので結果を報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．試験体と試験方法 

（１）試験体 

試験は建研式接着力試験器を用いて行った．試験体

の製作は以下のとおり． 

1) 40mm 角の鋼製アタッチメントをブラスト（SA2.5）

し，無機ジンクリッチペイント 75μm を塗布． 

2) 高温特性に優れたエポキシ打継ぎ材アルプロン A

－105T 標準型（日米レジン）を塗布し，直後に３

号硅砂を散布．その後 20℃で７日間の養生を行い

エポキシを硬化させた． 

3) エポキシ硅砂面に無収縮モルタルを打設し，20℃

で 28 日間の湿潤養生を行った．無収縮モルタルは

プレユーロックス（太平洋マテリアル），JIS R 5201

圧縮強度 61.1N/mm２を用いた． 

試験体には表１に示す温度履歴を与えて引張試験

を実施した．試験 B1 系列は温度履歴を，試験 B4 系列

は温度に加え海水に浸漬した場合で，水と塩分の影響

を想定している． 

 

試験体 温度履歴 

B1-1 20℃→試験 

B1-2 20℃→70℃（６時間）→試験 

B1-3 20℃→70℃（６時間）→20℃→試験 

B4-1 20℃→70℃（６時間，海水）→試験 

B4-2 20℃→70℃（６時間，海水）→20℃→試験

 

（２）試験方法 

試験方法を図１に示す．JIS A 6916 付着強さ試験に

準じ，載荷試験速度は１mm/min とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．試験結果と考察 

引張試験の結果を表２に，試験体の破壊状況を写真

２，写真３に示す． 

1) 引張試験の結果から，エポキシ硅砂の付着力は強

く，モルタル破壊に至るまで付着を保持できた．

これは揖斐川橋での試験 1)と同様の結果である． 

2) 試験体 B1-2 より，70℃の高温下に６時間置いた直

後の付着強度は 2.3N/ mm２から 1.5N/ mm２に低下

しているが，破壊状態はモルタル破壊でありエポ

図１ 試験方法 

写真１ エポキシ硅砂の構造

引張試験 

モルタル 

鋼板 無機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 75μm 

エポキシ打継ぎ材 + 硅砂 

表１ 熱影響試験の試験体と温度履歴 

モルタル(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

３号硅砂 

エポキシ打継ぎ材

鋼板(ﾌﾞﾗｽﾄ+無機ジンクリッチペイント) 
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キシ硅砂の界面破壊や凝集破壊は発生しなかった．

このことから，熱影響によりモルタル自体の強度

が低下していることが考えられる．エポキシ硅砂

自体の付着強度も熱影響を受けている可能性があ

るが，少なくともモルタル引張強度を上回った． 

3) 試験体 B1-3 より，70℃の高温下に６時間置いた後，

20℃に低下させた場合，付着強度は 2.6N/ mm２と

なり常温 20℃時の強度に戻る．この場合も，エポ

キシ硅砂の付着強度がモルタル引張強度を上回っ

ており，温度履歴を受けてもエポキシ硅砂の付着

強度は低下しないものと推察される． 

4) 試験体 B4-1 および B4-2 は，70℃の高温下に６時

間置く際に，海水を入れたトレーに供試体を浸漬

させたもので，水や塩分による影響を検証するケ

ースである．結果は，B1-2 および B1-3 試験と同

様であり水や塩分による影響は認められないこと

を確認した． 

5) 無収縮モルタル（プレミックス）の温度依存によ

る引張強度の低下について確認するため，JIS R 

5201 モルタルの圧縮強度試験を 20℃と 70℃の温

度で行った．その結果を表３に示す．70℃では

20℃に比べて20%程度の圧縮強度低下が見られる

ことから，同様に引張強度も低下しているものと

思われる．これら熱影響によるモルタル（コンク

リート）とエポキシ硅砂の強度低下の相関につい

ては，今回の実験では明らかにすることができな

かったため，今後の課題と言える。 

 

４．まとめ 

 今回沖縄県での実測 2）において，日照を直接受ける

架設中の鋼床版で 67.9℃，供用中で舗装下の鋼床版で

49℃を計測したことから，鋼モルタル接触面のエポキ

シ硅砂に 70℃の熱影響を与えて強度を検証し，次の結

論を得た． 

1) エポキシ硅砂の付着力は，モルタル引張強度を上

回る． 

2) 高い温度履歴を受けても，常温 20℃に戻れば本来

の強度を発現する． 
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温度 圧縮強度 備考 

20℃ 58.5 N/ mm２ ３試験体平均

70℃ 49.1 N/ mm２ ３試験体平均

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ B1試験体の破壊状況 

表２ 引張試験結果 

ｼﾞﾝｸ
膜厚 ﾓﾙﾀﾙ 打継界 ｼﾞﾝｸ

（μm） 破壊 面破壊 破壊 3体平均
Ｂ１－１ 90 100% 2.1
20℃ 110 100% 2.4

110 100% 2.2
Ｂ１－２ 110 100% 1.6
70℃ 90 100% 1.5

95 100% 1.5
Ｂ１－３ 110 100% 2.7
70→20℃ 100 100% 2.5

90 100% 2.7
Ｂ４－１ 120 100% 1.2
70℃ 100 100% 1.3
海水浸漬 95 100% 1.5
Ｂ４－２ 110 100% 2.1
70→20℃ 95 100% 2.2
海水浸漬 90 100% 2.4
　　　※１：ジンクリッチペイントはすべて75μm
　　　※２：各試験は５体実施し，付着強度上下限値を除いた
　　　※３：破壊状態は面積比率で表している

(Ｎ/mm2)試験体

破壊状態 付着強度

2.3

1.5

2.6

1.3

2.2

表３ モルタルの圧縮試験結果 

写真３ B4試験体の破壊状況 
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